
～古
こ

代
だ い

からのタイムカプセル～

付録　『遺
い

跡
せ き

・資
し

料
りょう

館
か ん

・博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

への招
しょう

待
た い

』

文　舘
たて

野
の

和
かず

己
み

　

絵　さいとうあやこ　

まほろば・けいはんな科学絵本

まほろば・けいはんな科学ネットワーク

だ

な　　　　　　ら　　　　　　　　　　 み  や  こ　　　　　　　　　 も  っ　　　　か  ん　 



平
へ い

城
じょう

宮
きゅう

跡
せ き

の発
は っ

掘
く つ

調
ちょう

査
さ

　今から1300年前に造られた奈良の都、平
へい

城
じょう

京
きょう

。710年から784年まで栄えたあと都は今の京都に

遷
うつ

されましたが、その大部分は都市としてのはたらきを失い、1000年以上もの長い間水田として利用さ

れてきたため、かえってその痕
こん

跡
せき

や遺
い

物
ぶつ

が良好な状
じょう

態
たい

で地下に残されてきました。半世紀に及ぶ奈
な

良
ら

文
ぶん

化
か

財
ざい

研
けん

究
きゅう

所
じょ

による平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡
せき

の継
けい

続
ぞく

的
てき

な発掘調査は、春
しゅん

夏
か

秋
しゅう

冬
とう

休むことなく古代日本の姿
すがた

を明らかにする

うえでかけがえのない情
じょう

報
ほう

をもたらし続けています。2010年に復
ふく

元
げん

された大
だい

極
ごく

殿
でん

も、発掘調査の成果を

生かして造られたものです。

2

平
へ い

城
じょう

宮
きゅう

の発
は っ

掘
く つ



平
へ い

城
じょう

宮
きゅう

木
も っ

簡
か ん

第1号の発見
　1961年１月24日、小雪の舞う午後2時ごろ、復

ふく

元
げん

された大
だい

極
ごく

殿
でん

の北にあたる場所で、ゴミ捨て用

の穴の中からみつかった木
もく

片
へん

の泥
どろ

をバケツの水で洗っていた作業員の寺
てら

田
だ

崇
そう

憲
けん

さんが叫びました。「タク

サン！ナンカ字イカイタルデ」。「ちらつく小雪が消えるバケツの泥
どろ

水
みず

、崇
そう

憲
けん

氏の手にした木片には、た

しかに文字がみえた。」平城宮跡で木簡が初めて見つかった瞬間を、タクサンこと田
た

中
なか

琢
みがく

さんは、こう伝

えています。

　その後50年の間に全国で見つかった木簡は37万点余りにも及び、中でも平城宮・京跡が日本一の

木簡の宝
ほう

庫
こ

であることがわかってきました。第１号木簡をはじめとする平城宮跡の木簡の一部は、国の

重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

に指定されています。平城宮跡は、まさしく地下の正倉院と言っても過言ではありません。

3

■平城宮木簡第一号　法
ほっ

華
け

寺
じ

に

いた孝
こう

謙
けん

太
だい

上
じょう

天
てん

皇
のう

の側近の女官

のもとに、小
あずき

豆・醤
ひしお

・酢
す

・末
まっ

醤
しょう

の四種類の食材を届けるよう、

平城宮の大
だい

膳
ぜん

職
しき

という役所に請

求した木簡

■寺
てら

田
だ

崇
そう

憲
けん

さん（左）と田
た

中
なか

琢
みがく

さん ( 右 )。

田中さんは寒さを防ぐためマフラーで頬
ほお

か

ぶりをしていた。
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木簡って何だろう？
　木簡は木の札

ふだ

に墨
すみ

で文字を書いたものです。奈

良時代には、指示や報告、記録などの事務をとる

ために、あるいは文字の練習をするために、役所

などで木簡は紙とともにごく普通に使われていま

した。税などの荷物を送る時にも、送った人や内

容物を示すために、荷物には荷
に

札
ふだ

の木簡が付けら

れました。

　中国では木簡は、紙が作られる前から使われて

いました。今から2000年以上前になります。そ

のため『論
ろん

語
ご

』のような長い内容の書物などは、

同じ大きさの竹の札（竹
ちく

簡
かん

）をたくさん紐
ひも

でつな

いで書きました。しかし、日本で木簡が使われる

ようになった7世紀には、既
すで

に紙も使われていま

した。そこで当
とう

座
ざ

の連絡・メモや荷
に

札
ふだ

には、削
けず

っ

て何度も再利用するのに便利で、かつ丈
じょう

夫
ぶ

で壊
こわ

れ

にくい木簡を使い、大事な記録や長いものには、

保管に便利で改
かい

竄
ざん

されにくい紙を使う、という具

合に、紙と木簡はその長所を生かして使い分けら

れていました。

木
も っ

簡
か ん

って何だろう？

■さまざまな形・用途の日本の木簡

　切り込
こ

みがあったり、穴を開けたりしてある木簡がある。

右から三つめの木簡は役人の勤
きん

務
む

評
ひょう

定
てい

カードの木簡で側

面に穴が開いている。たくさんのカードを紐
ひも

を通して保管

するためだった（中国の木簡のように並べて使った日本の

木簡は、このタイプの木簡だけである）。木簡の形をほか

のページの木簡とも比べてみよう。

■中国の木簡　（居
きょ

延
えん

漢
かん

簡
かん

の冊
さく

書
しょ

の事例。台北・中央研究院歴

史語言研究所蔵）
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木簡と役人 
　役人は事務を処理するために毎日多くの書類

を作りました。その時、正式な書類は紙に書き

ましたが、簡単な内容やメモ、文字の練習など

には木簡をよく使いました。木簡なら書きまち

がえても刀
とう

子
す

（ナイフ）で削れば文字は消えま

すし、何度でも再利用できます。役人は文字を

書く筆
ふで

と消す刀
とう

子
す

が必需品です。そこで古代中

国では記録を担当した役人を「刀
とう

筆
ひつ

の吏
り

」と言

うこともありました。役所・役人と木簡は、切っ

ても切れない関係にあったのです。■役人の机（平城宮跡資料館）
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長
な が

屋
や

王
お う

家
け

木
も っ

簡
か ん

、二
に

条
じょう

大
お お

路
じ

木
も っ

簡
か ん

の発見
　1980年代の終わり頃、奈良市内のデパート建設現場で発掘調

査を行いました。すると奈良時代初め頃の広大な屋
や

敷
しき

跡
あと

が見つかり、

その中から約3万 5千点もの木簡が一度に出土して、そこが高級

貴族の長
なが

屋
や

王
おう

の邸
てい

宅
たく

だったことがわかりました。長
なが

屋
や

王
おう

家
け

木
もっ

簡
かん

と呼

ぶこの木簡群から、長屋王の家族や邸宅内で働いていた人々、王家

の持っていた田
た

畑
はた

の様子など、貴族の生活の様子を知ることができ

ました。諸国から届けられる米や海産物、長屋王の所
しょ

領
りょう

から毎日届

けられる野菜類、中には奈良漬けのルーツともいえる漬け物もあっ

て、貴族の食卓は想像以上にヘルシーで豊かなものでした。

　また、屋敷北側の二
に

条
じょう

大
おお

路
じ

上に掘られた長大な濠
ほり

状の穴からも、

730年代の木簡が約7万 4千点も見つかりました。二
に

条
じょう

大
おお

路
じ

木
もっ

簡
かん

と言います。それによって長屋王邸はその後、光
こう

明
みょう

皇
こう

后
ごう

の宮に

変わったことがわかりました。この二大木簡群の発見は、数・内容

の上で木簡研究だけでなく、日本の古代史研究を大きく塗
ぬ

り替える

ことになりました。

　歴史書からはわからなかった重要な事実を次々と明らかにする木簡が、平城宮・京跡のどこにでもまだ

まだたくさん眠っている可能性があるのです。

　　■再利用に伴って削られて生まれた長　

　　屋王家木簡の削
けずり

屑
くず



なぜ木簡を研究するの？
　古代史を調べる時にまず見るのは、古代の政府によって作られた歴史書です。たとえば奈良時代のこ

とは『続
しょく

日
に

本
ほん

紀
ぎ

』に、それ以前の歴史は『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』に記されています。でもそうした歴史書は、過去

のできごとを後
こう

世
せい

に伝えるために作られたもので、歴史的に重要なことは書いてあっても、細かいこと

にはふれていません。一方木簡は、日常的な事務処理や納税などのために使われたものですので、具体

的な仕事の仕方や、どこからどのような物が納められたのかといった、細かい事実を具体的にありのま

ま教えてくれます。歴
れき

史
し

書
しょ

と木
もっ

簡
かん

、どちらも歴史の解
かい

明
めい

には欠かせません。

　歴史書以外にも、木簡を読むには同じ時代のあらゆる史料を頭に入れて、木簡を使った人たちのこと

を知っておく必要があります。そのことが木簡の理解を深め、木簡の解読が新しい歴史を生み出すのです。

木簡は古代史の研究になくてはならないものとなりました。
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■『続日本紀』蓬左文庫本（天平

10 年 5 月 - 閏 7 月）（名古屋市

蓬左文庫蔵）

（『蓬左文庫本続日本紀 』二 ( 八木

書店）より転載）

■二条大路木簡　光明皇后宮の活動に伴って
使われた 736年（天平 8）頃の木簡群。長屋

王邸北側の二条大路上から見つかった。

■長屋王家木簡　長屋王という貴族の邸内で
用いられた 710年代の木簡群。平城京左京三

条二坊八坪で見つかった。

出土した

「木簡」

政府が編さんした

歴史書

『続
しょく

日
に

本
ほん

紀
ぎ

』



木簡はなぜ1300年もの間、腐
く さ

らずに残っていたの？
　木簡は長い間土の中に、しかも地下水にひたって埋

う

もれていました。そのため日光や空気に触
ふ

れること

がなかったのです。こうして紫
し

外
がい

線
せん

や酸
さん

素
そ

の影響から守られてきたことが、木簡が腐
くさ

らずに残った秘密で

す。地上やあるいは地下でも浅い所に木が置かれていたら、濡
ぬ

れたり乾
かわ

いたりを繰り返し、バクテリアの

働きで木は腐ってしまいます。木簡は昔、溝
みぞ

や井
い

戸
ど

、穴
あな

などにゴミとして捨てられたため地下深い所にあり、

今日まで守られてきたのです。

 木簡は古代人がゴミとして捨てたものですから、多くは折れたり割れたりしたものや、再利用のために削

り取られた削
けずり

屑
くず

です。そこで、木簡の研究は、まず持ち帰った土を、ふるいの中に入れて水を流すことか

ら始まります。土が洗い流され、ふるいの中には、木簡や土器の破片などさまざまな遺物が残ります。

■見つかったばかりの木簡

■完全なかたちで出土する木簡は極めて少なく、小

刀で削り取られたかんな屑状の薄片に文字が残る削

屑の方がずっと多い。
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木簡を科学する

木簡を読み解く



　次に木簡を丁寧に詳しく観察し、その結果をノートに書きます。形を写し大きさを計り、元の形かそ

れとも割れたり折れたりしているか、どのように文字が書かれているかを観察して書き込んでいきます。

記
き

帳
ちょう

という基本的作業です。
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　次にこの記帳に基づいて、何という文字が書かれているかを

決めていきます。墨
すみ

がうすく肉
にく

眼
がん

で見にくいときは、赤
せき

外
がい

線
せん

装
そう

置
ち

も使います。文字が浮かび上がってくるからです。文字は大

事な情報なので、数人の研究員で議論しながら決めます。その

内容は進行中の発掘調査にも役立てられます。

 

　次に写真を撮
さつ

影
えい

します。木簡はもろく、また日光にあてない方がよいので、保
ほ

管
かん

庫
こ

にしまい、これか

ら後の作業では写真が現物に代わって活躍します。こうした作業で木簡は歴史の史料に生まれ変わりま

す。主な木簡は『木
もっ

簡
かん

概
がい

報
ほう

』などでまず公表され、さらに数年の作業を経て、すべての木簡に原寸大の

写真と解説を付けた正式の報告書が作成されます。木簡に命を与える作業は、人間の経験と勘が何より

もものをいう仕事なのです。

■『木簡概報』の一部

■左手で水中の木簡を左右に傾け

ると、屈折の関係で木肌が白くなっ

て文字が浮き出る角度が必ずあり

ます。そこをねらって観察しなが

ら、右手の方眼紙にスケッチして

いきます。



木簡を保
ほ

存
ぞ ん

する
　地下水に守られてきた木簡は、内部に大量

の水分を含んでいます。だから乾
かん

燥
そう

するとク

シャクシャになってしまうのです。そこで水

の中に入れて保管しますが、腐らないように、

ホウ酸とホウ砂という薬を溶かした水を使い

ます。

　しかしそれだけでなく、科学的な保存方法

も使います。たとえば木簡の中の水分を、常

温で固体の物質（炭素数の多いアルコール〈高

級アルコールと言います〉など）に置き換え

てやるのです。木簡は水によって形を保って

きたわけですから、置き換えは少しずつ濃
のう

度
ど

を上げ、慎重に時間をかけて行う必要があり

ます。大きなものや分厚い木簡では、この作

業が半年から１年に及ぶ場合もあります。置

き換えが済んだら冷
れい

却
きゃく

して固めますが、木簡

の状態によっては、真
しん

空
くう

凍
とう

結
けつ

乾
かん

燥
そう

というイン

スタントコーヒーやラーメンを作る時に用い

る方法を併
へい

用
よう

する場合もあります。急速にマ

イナス40度に冷
れい

却
きゃく

して凍らせ、真空状態に

して残った水分を飛ばして乾燥させるため、

形がくずれるのを防げるのです。

　こうして科学的保存処理を行うと、木簡は

空気中でも保存することができるようになり

ます。しかし、それでも温度や

湿度の変化には敏
びん

感
かん

なので、

保管には温度・湿度を一定

に保ち、光にあてないなど

十分に気をつける必要があ

ります。木簡は繊
せん

細
さい

な遺
い

物
ぶつ

なのです。
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■木簡用の真空凍結乾燥機。円筒のサンプル

チャンバーに木簡を入れる。

■この容器のなかで、水

分を高級アルコールに置

き換える処理が、長い時

間をかけて行われる。

■洗浄された木簡はパットなど

の容器に水を浸し、その中で「ザ

ブトン」（脱脂綿をガーゼにく

るんで縫いつけたもの）に挟
はさ

み

込んで保管される。

■水漬け状態で木簡庫に保管される木簡たち。平城宮・京跡出土木

簡は、現在この箱で3000箱近くある。定期的な水の管理が木簡の

保管には欠かせない。



　木簡は1000年以上も前のものですが、その調査・研究には最先端のコンピュータ技術も応用されて

います。その１つは木簡データベースです。全国各地で出土した約4万5千点の木簡のデータが登録さ

れています。そして遺
い

跡
せき

名や書かれた文字、人名、年号などで検
けん

索
さく

することができます。たとえば「大豆」

という字で検索すると、瞬
しゅん

時
じ

に 57点の木簡が出てきます（2010年 10月現在）。また文字がどのよう

な形で書かれていたか、画像で示す木簡画像データベース「木
もっ

簡
かん

字
じ

典
てん

」もあり、いずれも奈良文化財研

究所のホームページで公開されています。さらには木簡の文字を読み取る作業を支援するシステムも開

発中です。みなさんも是非試してみて下さい。

※　奈良文化財研究所の公開データベース　ＵＲＬ：http://www.nabunken.go.jp/database/index.html
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コンピュータ技術の活用



役
や く

所
し ょ

勤
づ と

めの日々
　平城宮には、皇

こう

族
ぞく

・貴
き

族
ぞく

から下
か

級
きゅう

の役人まで、毎日１万

人くらいの人々が働いていました。役人たちは、白々と夜

が明け始める頃までには出勤して宮城門が開くのを待って

いなければなりませんでした。それは平城宮の近くに住ん

でいた貴族も、宮から何キロも離れた八条や九条に住む下

級役人でも同じです。真っ暗な夜道を平城宮に向かう役人

たちの列が続いていたことでしょう。下級役人たちは、今
こん

日
にち

と同じようにさまざまな書類を作っていました。書類に

は紙もあれば木簡もあったのです。毎日大量の木簡が作ら

れました。役所と役人との間で、あるいは役所間でやりと

りされた書類の木簡や、給
きゅう

食
しょく

支
し

給
きゅう

の木簡、夜
や

勤
きん

の担当者

を報告した木簡などのほか、役人たちの勤
きん

務
む

成
せい

績
せき

を書いた

木簡なども見つかっています。

木簡でよみがえる奈良の都の日常
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■役所で用いられたさまざまな木簡



役人たちの手
て

習
な ら

い
　役人たちが確実に事務を処理するためには、法

ほう

律
りつ

を覚え、文章をまちがいなく書き、正しく計算ができ

なければなりません。そこで木簡に法律文や『論
ろん

語
ご

』の一節を書いたり、同じ文字を何度も書いたりして、

勉強をし文字の練習をしました。文字の練習だけでなく、落書きとしか思えないようなものもあります。

また、人物画などをスケッチしたものもあります。掛
か

け算の九九を書いたものもありますが、当時の九九

は、今と違って九九、八九、七九…の順序でした。

 

13

■九九の練習をした木簡（赤

外線画像）。八九七十四と間

違えている！

■二条大路木簡と一緒に見

つかった絵。役人や女官の

姿を生き生きと描く。

■役人が文字の練習をし

た木簡

■法律の条文（大宝令の

戸令）を練習した木簡

九々八十一

八九七十四・

九々八十一

八九七十四
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地方からの租
そ

税
ぜ い

　奈良時代には大量の税
ぜい

が都に運ばれてきまし

た。それらの荷物には、負
ふ

担
たん

者
しゃ

の名と税の内容

を書いた、荷
に

札
ふだ

の木簡が付けられていました。

それで正しく税を出しているかを、地方の役所

がチェックしたのです。平
へい

城
じょう

宮
きゅう

の内外で多数の

荷札が見つかっており、各地から荷物を担いで

運んできた人々の苦労がしのばれます。また若
わか

狭
さ

の塩、伊
い

豆
ず

・駿
する

河
が

の堅
かつ お

魚（干しカツオ）、上
かず

総
さ

の鰒
あわび

、備
びん

後
ご

の鍬
くわ

など、その地方の特
とく

産
さん

物
ぶつ

が荷札

から浮かび上がってきています。

  荷札には長方形のもの、切り込みのあるもの、

下
か

端
たん

を尖
とが

らせたものなどがあります。切りこみ

はものに括
くく

り付けるための紐
ひも

をかけるための装
そう

置
ち

で、植物の蔓
つる

などを使った紐
ひも

がついたままの

荷札が見つかることもあります。

■全国各地からさまざまな税目で納められた物

品の荷札
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道
み ち

端
ば た

に立てられた木簡
　今の奈良市立一条高校の東、平城京の東

ひがし

三
さん

坊
ぼう

大
おお

路
じ

の道端に１メートルくらいの長い立て札が立っていま

した。興
こう

福
ふく

寺
じ

のお坊さんが飼っていたオス馬に逃げられ、情報を求めているのです。他にも、畑を荒ら

す馬を捕まえたとか、牛が盗まれたという内容の立て札が見つかってます。今でもよく見かける、いな

くなったペットの情報提供を求める街
がい

頭
とう

の張り紙。それと同じ役割を果たしていたこれらの木簡は、い

ずれも「告
こく

知
ち

」という言葉から始まっているので「告
こく

知
ち

札
ふだ

」と呼ばれています。天
てん

長
ちょう

5 年 (828) の日付

のものもあり、平安時代に入っても道を行き来する人たちの多かったことがうかがえます。でも字を読

めない人もいたので、札を立てる時に、役人が読み上げたと考えられています。

■逃げた馬の捜索を依

頼する看板の木簡（告

知札）

「行き来している皆さんにお知らせします。逃げてしまった黒の鹿毛（か

げ）の牡馬一匹、目印は片目が白くて、額がやや白い。件の馬は今月六

日申（さる）の時（午後4時ごろ）、山階寺（興福寺）の南の花薗の池（猿

沢池）の辺で逃げられてしまいました。もし見たりつかまえたりした人

がいたら、興福寺の中室（僧侶が住んでいる建物）の南側から三番目の

房（部屋）までお知らせください。9月8日。」

■訳文

告知　往還諸人　走失黒鹿毛牡馬一匹〈在験片目白／額少白〉　件馬以今

月六日申時山階寺南花薗池辺而走失也　若有見捉者可告来山階寺中室自

南端第三房之　九月八日　

■本文
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市の賑
に ぎ

わい
　平城京には、左

さ

京
きょう

と右
う

京
きょう

にそれぞれ東
ひがしの

市
いち

・西
にしの

市
いち

という市場がありました。どちらも京の南部、

八条の地に、約250メートル四方の面積を占め、

その中は店
てん

舗
ぽ

、倉庫、市を管理する役所である

市
いちの

司
つかさ

が建つ区画などに分かれていました。営業

時間は毎日午後、日の入りまでです。店で商売

をする市
いち

人
びと

だけでなく、商品を持ってきて売る

行
ぎょう

商
しょう

人
にん

も多くいました。また東市では市の中

に、西市では市の外側に、大きな堀
ほり

河
かわ

が掘られ、

舟で荷物を運んでいました。右京の堀河のなご

りが秋
あき

篠
しの

川
がわ

です。市は大勢の人々でにぎわい、

和
わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

などの銭も使われました。市は人々が

大勢集まるところなので、時には見せしめのた

めの処
しょ

刑
けい

が行われることもありました。

■奈良時代の銭貨三種（左から和
わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

・万
まん

年
ねん

通
つう

宝
ほう

。神
じん

功
ごう

開
かい

宝
ほう

）と富
ふ

本
ほん

銭
せん

■平城京の西市

で買物するため

の銭の付札
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「地下の万葉集」－歌木簡－
　奈良時代の紫

し

香
が

楽
らきの

宮
みや

跡にあたる滋賀県甲
こう

賀
か

市宮
みや

町
まち

遺跡から、表裏に和歌

を書いた木簡が見つかりました。長さを復元すると60センチメートルほ

どになり、儀
ぎ

式
しき

などの場で歌を詠
よ

みあげる時に使った木簡とみられいて、

歌
うた

木
もっ

簡
かん

と呼ばれています。

　木津川市の馬
ば

場
ば

南
みなみ

遺跡でも、『万葉集』巻10の 2205番歌「秋
あき

萩
はぎ

の下
した

葉
ば

もみちぬあらたまの月の経
へ

ぬれば風をいたみかも」の一部を書いたらし

い木簡が見つかりました。宮町遺跡の歌木簡は厚さが1ミリしかありませ

んでしたが、馬場南遺跡の木簡は厚さが１センチメートル以上もあり、ま

さに歌木簡と呼ぶに相
ふさわ

応しい立派な木簡です。

　でも、どうしてこんな木簡が見つかったかは謎のままです。馬場南遺跡

は神
かんの

雄
お

寺
でら

というお寺の跡とわかったのですが、お寺でどうして歌が詠まれ

たのでしょうか。しかもこの歌は誰が呼んだかわからないとされる歌です。

馬場南遺跡は京都府南部地域を本拠地とした 橘
たちばなの

諸
もろ

兄
え

という大臣の別荘で

はないかともいわれ、彼は『万葉集』を作った大
おお

伴
ともの

家
やか

持
もち

とも親しい間柄で

した。恭
く

仁
に

京
きょう

への遷
せん

都
と

も諸
もろ

兄
え

の勧
すす

めによるといわれ、馬場南遺跡は推定さ

れる恭仁京の右京の南端に近い場所にあります。 一点の木簡がいろいろな

ことを考えさせてくれる好例といえるでしょう。

■京都府木津川市馬場南

遺跡で見つかった『万葉

集』の歌（秋萩の下葉もみ

ちぬあらたまの月の経ぬ

れば風をいたみかも　巻

10、2205番歌）を書い

たとみられる歌木簡。



まほろば・けいはんな科学ネットワークの連携自治体である10市町及び明日香村で発掘された飛鳥時代、奈良時代の
主な遺跡と各市町にある資料館、博物館について、それぞれの関係部署及び機関からご提供いただいた紹介文と写真を掲載しています。

なお、入館料ほかの掲載データは2010年（平成22年）10月現在のものです。

 

遺跡・資料館・博物館への招待
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〈マークでお知らせしています〉　  ：所在地　  ：電話番号　
：開館時間　  ：入館料　 ：休館日

18

19
　平城宮跡 ( 奈良市）

　第一次大極殿 ( 奈良市）

　朱雀門 ( 奈良市）

　平城京朱雀大路 ( 奈良市）

20
　東院庭園 ( 奈良市）

　平城京左京三条二坊宮跡庭園 ( 奈良市）

　奈良文化財研究所　平城宮跡資料館 ( 奈良市）

21
平城宮跡遺構展示館 ( 奈良市）

奈良市埋蔵文化財調査センター展示室 ( 奈良市）

奈良国立博物館 ( 奈良市）

22
平城京羅城門跡（大和郡山市）

平城京十条（平城京南方遺跡：下三橋遺跡）（大和郡山市）

平城京西市跡（大和郡山市）

藤原宮跡（橿原市）

23
奈良文化財研究所　藤原宮跡資料室（橿原市）

橿原市藤原京資料室（橿原市）

奈良県立橿原考古学研究所（橿原市）

奈良県立橿原考古学研究所　附属博物館（橿原市）

24
飛鳥京跡（明日香村）

飛鳥池遺跡（明日香村）

25
石神遺跡（明日香村）

飛鳥水落遺跡（明日香村）

奈良文化財研究所　飛鳥資料館（明日香村）

26
明日香村埋蔵文化財展示室（明日香村）

高松塚壁画館（明日香村）

奈良県立万葉文化館（明日香村）

27
上之宮遺跡（桜井市）

山田寺跡（桜井市）

桜井市立埋蔵文化財センター展示室（桜井市）

氷室神社（都祁氷室）（天理市）

28
天理市立黒塚古墳展示館（天理市）

天理大学附属天理参考館（天理市）

生駒山北方窯跡（生駒市）

山本駅跡（京田辺市）

29
恭仁宮跡・大極殿跡（木津川市）

馬場南遺跡（木津川市）

上津遺跡（泉津）（木津川市）

30
奈良山瓦窯跡（木津川市／奈良市）

樋ノ口遺跡（木津川市／精華町）

ふるさとミュージアム山城（京都府立山城郷土資料館）（木津川市）

畑ノ前遺跡（精華町）

31
百済寺跡（枚方市）

禁野本町遺跡（枚方市）



　平城宮は、710年（和銅3）から784年（延暦3）まで74年間

続いた日本の首都、平城京の北端に位置する、律
りつ

令
りょう

国
こっ

家
か

の中心施設

です。特別史跡に指定されています。今の皇居（天皇の住まい）、国

会議事堂（政策審議の場）、霞ヶ関（官庁街）を合わせたような空間

で、高さ約6mの土を突き固めて造った築
つい

地
じ

塀
べい

で囲まれていました。

約1km四方の東側の北から4分の3にだけ、東への出っ張りが付く、

不思議な形をしています。

　平城宮跡の発掘調査が始まってから半世紀、調査面積はまだ35％

程度ですが、地下数十 cmの所に当時の地面がそのまま埋もれてい

て、地面に残る生活の痕跡やさまざまなゴミから、8世紀の日本の様

子を明らかにする大事なデータがたくさん得られています。中でも木

に墨で文字を書いた木簡は、国のしくみから役人の日常のつぶやきま

で、歴史書や古文書だけからではわからなかった1300年前の様子

を、あざやかに伝えてくれます。

　大極殿は、天皇の即位式や元

日の挨拶などの国家の最も重要

な儀式を行う場です。礎石を用

いた中国風の建物で、唐長安城

大
だい

明
めい

宮
きゅう

の含
がん

元
げん

殿
でん

をまねたといわ

れています。朱雀門の真北に位

置する周囲を回廊で囲まれた空

間の北部、磚
せん

（レンガ）を積み上

げた段の上に建てられていました。儀式の時に回廊の内側に入れるの

は200人程度の貴族だけで、下級の役人たちは南の朝
ちょ

堂
うど

院
ういん

に並んだ

ようです。

　この大極殿は、740年（天平12）の恭
く

仁
に

京への遷都に伴って、恭

仁宮に移築され

ます。745年に

都が平城京に戻

った時、大極殿

は東の区画に新

たに建設されま

す。このためこ

れと区別して第

一次大極殿と呼

んでいます。実

は、第一次大極

殿そのものも、

藤原宮の大極殿を平城宮に移築したものだったのでした。

 平城宮跡内

　朱雀門は、平城宮の周囲の各

面に3つずつ計12設けられた

宮城門のうち、南側中央に位置

する宮の正門です。平城京の正

門羅
ら

城
じょう

門
もん

から、幅75mの朱
す

雀
ざく

大
おお

路
じ

を約4km北上した突き当た

りに位置します。幅約25m、奥

行約10mの規模の二重の門で、掘
ほり

込
こみ

地
じ

業
ぎょう

という技法で丁寧に突き固

められた基礎の上に建っていたことが発掘調査でわかりました。朱雀

門の前で歌
うた

垣
がき

などのイベントを行った記録もあり、門の前は広場とし

ての役割も果たしたようです。

 平城宮跡内

　朱雀大路は、奈良の都平城京

のメインストリートです。南北

3.7Km、路面幅約70mの規模

で、都の正門である羅
ら

城
じょう

門
もん

か

ら平城宮の南正門の朱
す

雀
ざく

門
もん

まで

を一直線に結ぶ大路でした。昭

和59年（1984年）に、平城

19

　平
へ い

城
じょう

宮
きゅう

跡
せ き

奈良市

　朱
す

雀
ざ く

門
も ん

奈良市

　第
だ い

一
い ち

次
じ

大
だ い

極
ご く

殿
で ん

奈良市

　平
へ い

城
じょう

京
きょう

朱
す

雀
ざ く

大
お お

路
じ

奈良市

■宮内省復原建物

■第二次大極殿と内裏 ■兵部省復元整備

■第一次大極殿

■高御座（たかみくら）

■朱雀門

■朱雀門風鐸

■朱雀大路と朱雀門



ものぞめたことでしょう。石組みの池は、発掘した本物をそのまま露

出展示しており、庭園が造られた奈良時代中ごろの様子を復原してい

ます。

 奈良市三条大路1-5-37  0742-34-1111( 奈良市文化財課）

 午前9時～午後5時  無料  水曜日（祝日の場合はその翌日）、

祝日の翌日 (土・日は除く )、年末年始（12月26日～1月5日 )

　平城宮跡の西のはしにある資

料館では、奈良文化財研究所に

よる平城宮の発掘調査・研究の

成果をもとに、平城宮をわかり

やすく展示しています。役所や

宮殿の内部を実物大のジオラマ

で再現した復元展示コーナー、

土器や瓦や木製品、木簡など発掘調査の出土品を展示した遺物展示コ

ーナーなどを廻ることで、当時の役人たちの仕事や貴族の暮らしぶり

など、平城宮に関する理解を深めることができます。また、発掘調査

のジオラマ模型や研究員の机などの展示を通して、奈良文化財研究

宮跡から大宮通

りまでの南北約

220ｍ（ 幅 約

90ｍ）の範囲

が、国の史跡に

指定されていま

す。大路の名前

は、東西南北の

四方向を守る四

神のうち、南を

守る「朱
す

雀
ざく

」か

ら付けられており、この大路を基準に平城京の都市が計画されました。

外国の使節などを、朱雀大路を通って平城宮へと案内するため、都の

大路の中でも最も大きく立派に作られており、広い道路の側溝と高く

築かれた築
つい

地
じ

塀
べい

が延々と続く荘
そう

厳
ごん

な景観は奈良の都の象徴でした。

 奈良市二条大路南三丁目・四丁目、三条大路三丁目

　平城宮東張り出し部の南半に

は東院と呼ぶ区画があり、皇太

子の住まいや天皇の離
り きゅう

宮として

使われていました。その中心部

分の発掘はまだこれからですが、

南東隅部分から池をともなう庭

園がみつかり、池に張り出す建

物や橋、南東隅の楼
ろう

閣
かく

などが復原されています。天皇や一部の貴族の

ための遊
ゆう

宴
えん

の場とみられます。また、曲
きょく

水
すい

の宴
うたげ

に用いたらしい蛇
だ

行
こう

す

る石
いし

組
ぐみ

溝
みぞ

も見つかり復元されています。国の特別名勝です。

 平城宮跡内

　昭和50年（1975年）の発掘調査によって発見された、奈良時代

の庭園です。平城宮の離宮的な施設または皇族などの邸宅（宮）であ

ったとも考えられます。昭和53年（1978年）に国の特別史跡、平

成4年（1992年）に国の特別名勝に指定されました。庭園の中心

となるのは、玉石を敷き詰めたS字状の池と、その西側に配置され

た池を鑑賞するための南北に長い建物です。奈良時代には、春日の山々
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と う
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　平
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城
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京
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さ

京
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さ ん

条
じょう

二
に

坊
ぼ う

宮
きゅう

跡
せ き

庭
て い

園
え ん

奈良市

■朱雀大路を空から望む

■東院庭園全景

■東院庭園石組

■北東から園池、復原建物を望む

■役人の仕事場

■木簡・木器・金属器・土器の研究室が並んだコーナー

■発掘調査のジオラマ模型
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な

良
ら

文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

研
け ん

究
きゅう

所
し ょ

　平
へ い

城
じょう

宮
きゅう

跡
せ き

資
し

料
りょう

館
か ん

奈良市



います。また、出土

品の実物を各時代か

ら選び、その解説書

とともに、奈良市内

の学校に貸し出す「ド

キ土器 kit」サービス

も実施しています。

 奈良市大安寺西二

丁 目281番 地　  

0742-33-1821

 午前9時～午後5時　  無料　  土曜日・日曜日・祝日・年末年

始（12月29日～1月3日）

　奈良公園の一角にあって、東大寺、興福寺、

春日大社などに隣接しており、仏教美術を

中心とした文化財について収集･保管・展示、

調査研究、教育普及事業等を行っています。

「なら仏像館（本館）」では、飛鳥から鎌倉

時代にいたる日本の

彫刻史を代表する優

れた仏像の数々を紹

介しています。ゆっ

たりとした環境のな

かで、仏教美術の魅

力と、その背景にあ

る豊かな歴史・文化

所の仕事についても知ることが

できます。随時、ボランティア

の方々による展示解説がありま

す。

 奈良県奈良市佐紀町　  

0742-30-6752（奈良文化財

研究所研究支援推進部連携推進

課）  午前9時～午後4時30分（入場は4時まで）  無料　  毎

週月曜日（祝日の場合は翌日）　年末年始　

 「平城宮跡」バス停のすぐ前に

ある遺構展示館では、奈良時代

に4回も建て替えられた建物の

柱跡や大量の磚
せん

（レンガ）を敷

き詰めた建物の遺構露出展示な

ど、発掘現場が発掘したときの

状態そのままで展示してあります。また発掘された本物の井戸枠や第

一次大極殿や内裏の復元模型なども展示されています。随時、ボラン

ティアの方々による展示解説があります。

 奈良県奈良市佐紀町　  0742-30-6752（奈良文化財研究所研

究支援推進部連携推進課）  午前9時～午後4時30分（入場は4

時まで）    無料　  毎週月曜日（祝日の場合は翌日）　年末年始　

　奈良市埋蔵文化財調査センターは、奈良市における埋蔵文化財の発

掘および調査、研究、出土品の整理、保存を行い活用を図る拠点施設

として、昭和58年9月1日に設置されました。市民向けの普及啓発

活動として、出土遺物から奈良の歴史をたどる常設展示「出土品が語

る奈良の歴史」のほか、随時、特別展や発掘調査の速報展を行ってい

■家形埴輪

■奈良時代の土師器・須恵器
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な
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ら

国
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立
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博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

奈良市

■なら仏像館第１室 ■なら仏像館第 2室

■正倉院宝物
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奈良市

■柱跡の遺構露出展示

■磚を敷き詰めた建物の遺構露出展示 ■井戸枠

　奈
な

良
ら

市
し

埋
ま い

蔵
ぞ う

文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

調
ちょう

査
さ

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

展
て ん

示
じ

室
し つ

奈良市

■新館

■貴族の食卓

■なら仏像館 (本館）



明しました。検出

された大路、坊
ぼう

間
かん

路
じ

などの条坊道路

はすべて九条大路

より北に広がる条

坊道路と同規格で

施工されていまし

た。ただし、これら

十条関連遺構の多くは、遷都後20年たった730年ごろには埋めら

れてしまい、九条大路の南側に羅城が新たに作られました。

 大和郡山市下三橋町

  平城京には二つの官営

市場がありました。右京

八条二坊の西市と左京八

条三坊（奈良市東九条

町・杏町付近）の東市で

す。西市は近鉄九条駅の

東側一帯にあったと推定

され、その広さは五，六，

十一，十二坪の四坪（約

70,000㎡）を占めてい

たと考えられています。

市は市
いちの

司
つかさ

によって管理さ

れ，周囲には垣
かき

がめぐり，

四方に門があったと推定

されています。市は正午

から日没まで開かれ，店

には商品の名札が立てられ，米・麦・魚・海
かい

藻
そう

・塩・野菜などの食料

品，麻などの衣料品，その他日用品や装
そう

身
しん

具
ぐ

などが売られていました。

 大和郡山市九条町

　藤原宮は、694年から

710年までの日本の首都

だった藤原京の中央に位置

する中心施設です。藤原京

は、日本で最初の役人の居

住する都市空間（＝京）を

もつ都で、中国の文献にみ

える理想的な都の形を実現

しようとしたものでした。

こうした藤原宮・京の様子

は、発掘調査によってはじ

めて明らかになりました。701年（大宝1）には大
たい

宝
ほう

律
りつり

令
ょう

を公布し、

これを契機に宮城内部の新たな整備も進められたようです。藤原京は

律令に基づく日本古代国家の都市として発展するはずでした。

のすばらしさにふれていただけることと思います。また、毎年秋に、

新館で開催される「正倉院展」には、聖武天皇愛用の品々をはじめ

正倉院に伝来した数多くの宝物が出陳され、日本各地から多くの来

場者を集めています。

 奈良市登大路町50番地　  050-5542-8600（ＮＴＴハロー

ダイヤル）　  午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分ま

で）  一般：500（400）円、大学生250（200）円、高校生及

び18歳未満と70歳以上の方は無料 ※（　）は20名以上の団体料

金　特別展などは展覧会ごとに定める。  月曜日（休日の場合は翌

日、連休の場合は終了日の翌日）、1月1日

　羅
ら

城
じょう

門
もん

は古代の都・平城京

の中央を南北に通る朱
す

雀
ざく

大
おお

路
じ

（道幅約74m）の南端にあり，

都の玄関口となった京の正門で

す。『続
しょく

日
に

本
ほん

紀
ぎ

』によれば，門

では雨乞いが行われ、また，唐

や新
し

羅
らぎ

の使節を歓迎するなど、宗教的な場，外交儀礼の場でもあっ

たことがわかります。昭和44～46年（1969～ 71）にかけて発

掘調査が行われ、門の基
き

壇
だん

の西隅部が検出され、門の本体は佐
さ

保
ほ

川
がわ

の西側堤防の真下に位置することが判明しました。門の規模につい

て、従来は桁行五間
けん

（約25m）で、平城宮の正門である朱
す

雀
ざく

門
もん

とほ

ぼ同じ規模の建物に復元されていましたが、最近では門の正面は七

間
けん

（約34m）で、京内最大の門であったという説が有力です。

 大和郡山市観音寺町

　イオンモール大和郡

山の建設に先立って、

平成17年から19年

にかけて実施した発掘

調査で、従来の九条大

路の南側からも条
じょう

坊
ぼう

道
どう

路
ろ

や掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建物、井

戸、土
ど

坑
こう

などが発見さ

れ、さらに十条大路が

検出されたことから、平城京は遷都当初にはすくなくとも左京側（朱

雀大路より東側の部分）においては十条まで作られていたことが判

　平
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城
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京
きょう

羅
ら

城
じょう

門
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跡
あ と 大和

郡山市

■羅城全景

■羅城門の現状

■羅城門復元模型
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　平
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京
きょう

西
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市
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郡山市

■平城京十条

■現在の平城京西市跡

■平城京西市跡石碑

　藤
ふ じ

原
わ ら

宮
きゅう

跡
せ き

橿原市

■藤原宮大極殿跡遠景
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や、完成後の都の様子、住民の暮らしぶり、平城京に都が遷された後

のこの地域の姿などについて、見つかった遺物や、模型・写真パネル

などでわかりやすく展示しています。

 橿原市木之本町94-1(奈良文化財研究所　都城発掘調査部庁舎内）  

 0744-24-1122　  午前9時～午後4時30分 　  無料　  

土・日曜、祝日、年末年始及び展示替期間

　橿原市藤原

京 資 料 室 は、

「特別史跡藤原

宮跡」をより

理解して頂く

ことを目的に、

平 成18年10

月に開室しました。展示物は、藤原京の1,000分の１模型 ( 約6ｍ

×7ｍ ) や、出土品 ( 柱や瓦 )、当時の柱を再現したもの、記念撮影

用看板、古代衣装をまとった人形などです。また、当時の藤原京の様

子をリアルに再現したコンピュータグラフィックスもご覧いただけま

す。

 橿原市縄手町178-1( ＪＡならけん橿原東部経済センターの2階

)  0744-22-4401　  午前9時～午後5時 ( 最終入室は午後4：

30まで )  無料　  月曜日 ( 祝日の場合は、その翌日 )、年末年始 

（12月27日～1月4日）

　奈良県立橿原考古学研究所は、奈良県内の埋蔵文化財（遺跡）の調

査研究を行い、その成果を広く公開するとともに、国民共有の財産で

　ところが、

702年 に 出

発した大宝の

遣唐使が帰国

してもたらし

た唐の都の様

子は、藤原京

とは全く異な

る も の で し

た。その結果、

唐の都長安と

いう現実の都

をモデルとし

た都が造られ

ることにな

ります。それが平城京です。結果的に藤原京はわずか16年という短

命な都に終わりますが、藤原宮大極殿が平城宮第一次大極殿として移

築されたことからもわかるように、藤原京は日本が造ろうとした律令

国家の原点として重要な位置を占めます。

　平城宮跡とともに継続的な発掘調査が行われ、日本の古代国家の解

明に大きく貢献しています。

 橿原市醍醐町・高殿町他

　奈良文化財研究所が調査を担

当した、飛鳥地域の宮殿・寺院・

古墳などの遺跡や藤原宮・京の

発掘成果を公開・展示するため

に設けられた展示施設です。藤

原宮・京が造り上げられる過程

■藤原宮跡出土木簡
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橿原市

■玄関ホール（速報展示） ■市で売られた品々

■藤原宮の役人
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■藤原京模型

■藤原宮の柱
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■橿原考古学研究所 ■同　附属博物館
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中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

と

中
なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり

らが

蘇
そ

我
がの

蝦
えみ

夷
し

・入
いる

鹿
か

父子を倒した

大化の改新の

クーデタの舞

台となった皇
こう

極
ぎょく

天皇の飛
あす

鳥
か

板
いた

蓋
ぶきの

宮
みや

（642

～ 655）の場

所と考えられ

てきました。

　発掘調査の結果、舒
じょ

明
めい

天皇の飛鳥岡本

宮（630～ 636）や、斉明天皇の後
のちの

飛

鳥岡本宮（656年）、さらに壬申の乱に

勝利して即位した天武天皇・持統天皇の

飛鳥浄
きよ

御
み

原
はらの

宮
みや

（672 ～ 694）が、継

続して設けられていたことがわかってき

ています。「東南郭（エビノコ郭）」と呼

ばれる日本最初の大
だい

極
ごく

殿
でん

みられる施設

や、中島のある石組の池を中心とする苑
えん

池
ち

の跡も見つかっています。

日本が中国をお手本にして律令に基づく国造りを始めた最初の場所と

いっていい遺跡です。

 奈良県高市郡明日香村

　

　飛
あす

鳥
か

寺
でら

の南東の谷筋で見つかった7世紀後半から8世紀初めにか

けての工房の遺跡です。遺跡名は、江戸時代にこの地に造られた溜
ため

池
いけ

の名にもとづくものです。

　和
わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

よりも古い日本最初の銭貨「富
ふ

本
ほん

銭
せん

」をはじめ、金・銀・銅・

鉄などの金属、ガラス、水晶、こはく、漆
うるし

、べっこう、瓦など、さま

ざまな製品を製作していたことがわかりました。遺跡内の各所の遺構

から、8000点近い木簡が見つかっています。谷の出口付近の塀で

役所風の北半と、工房群が密集する南半に分かれます。北半は飛鳥寺

との関係も考えられますが、工房は飛鳥寺というよりは、近くに位置

する飛
あす

鳥
か

浄
きよ

御
み

原
はらの

宮
みや

に附属する国家的な性格をもつものだったといわ

れています。

ある遺跡を保護し後世に伝える

ためにさまざまな活動を行って

います。特に一般の方向けのイ

ベントとして、毎年、アトリウ

ム展示や公開講演会などを実施

しています。

　また、附属博物館では、奈良

県内の多くの遺跡から出土した資料を通じて、奈良県の歴史につい

て理解を深めていただけるよう、常設展「大和の考古学」のほか、

春秋2回の特別展、夏には発掘調査成果の速報展「大和を掘る」な

どを開催しています。展示室では、ボランティアの方々による展示

解説があります。

奈良県立橿原考古学研究所

 橿原市畝傍町１番地　  0744-24-1101　  午前9時～午後

5時　  無料　  土曜、日曜、祝日、12月29日～1月3日

奈良県立橿原考古学研究所　附属博物館

 奈良県橿原市畝傍町50-2　  0744-24-1185　  午前9時

から午後5時まで（入館は午後4時30分まで）  大人：400円

（350円）、学生（大・高校生）：300円（250円）、小人（中・小学生）：

200円（150円）、ただし、常設展に限り、学校の先生の引率によ

り観覧する、奈良県内の小・中・高・特別支援学校生 、土曜日の小・

中・高・特別支援学校生などは無料となります。※ (　）は20名以

上の団体料金　※特別展開催中は、料金がかわります。  毎週月曜

日　※月曜日が休日にあたる場合は開館し、その翌日休館 、12月

28日～1月4日、ほかに年度当初に定めた休館日

　飛鳥京は、明日香村岡に継続して営まれた7世紀の宮殿群の総称

です。藤原京や平城京にならって「京」と呼んでいますが、明確な

都の範囲が定められていたわけではありません。この地は645年に

■第２展示室

■第３展示室
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あ す

鳥
か

京
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跡
あ と

明日香
村

■水をみたした飛鳥京跡苑池

■伝飛鳥板蓋宮跡 (大井戸跡） ■エビノコ大殿（東南郭の正殿）

■内郭南の正殿

　飛
あ す

鳥
か

池
い け

遺
い

跡
せ き

明日香
村

■飛鳥池遺跡全景

■製作途上
の富本銭

■飛鳥池ガ
ラス製作関
係遺物
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木製品が多数発見されました。20世紀初めに掘り出された須
しゅ

弥
み

山
せん

石
せき

や石人像は、この石神遺跡の宴会施設にともなう庭園の設備だったと

考えられています。

 奈良県高市郡明日香村飛鳥 

  

「日本書紀」の「皇太子、初めての漏
ろう

剋
こく

を造り、民をして時を知らしむ。」

の記述どおり、漏刻 (水時計）を備えた楼
ろう

閣
かく

状の建物遺跡です。この

皇太子とは、中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

のことです。大陸の進んで制度を取り入れる

のに熱心であった中大兄皇子は、文物の輸入についても同様で、当時

としては画期的といえるこの施設を造ったと想像されます。

 奈良県高市郡明日香村飛鳥 

　　

　飛鳥資料館では出土遺物や模

型を通して、6世紀末から7世

紀にかけて政治文化の中心であ

った飛鳥の歴史を紹介していま

す。館内では、高松塚古墳出土

品や、飛鳥寺をはじめとする各

寺院の出土品、須
しゅ

弥
み

山
せん

石
せき

と石
せき

人
じん

像
ぞう

、水
みず

落
おち

遺
い

跡
せき

の水時計遺構復原模型な

どがあり、屋外では飛鳥に点在する石造物を復元展示しています。ま

た、山田寺跡出土の建築部材を使用した3間分の回
かい

廊
ろう

展示は大変見ご

たえがあり、当館を代表する展示の一つです。春秋の特別展と夏冬の

企画展を行っています。

 奈良県高市郡明日香村飛鳥  

　飛鳥寺の北西方に位

置する宮殿・役所の遺

跡です。7世紀半ばの

斉
さい

明
めい

天皇の時代に、蝦

夷や南島の人々を迎え

て行った国家的な宴会・

儀式の場、迎賓館とい

ってよい施設です。

　672年の壬申の乱後、天武天皇が飛鳥浄御原宮に宮殿を定めると、

それに付属する役所の区画として利用されました。遺跡の北側の山
やま

田
だ

道
みち

との間に広がる湿地帯からは、7世紀後半の天武・持統朝の木簡や

■飛鳥池遺跡出土木簡

　石
い し

神
が み

遺
い

跡
せ き

明日香
村

■錯綜する石組溝 ■小石を敷き詰めた方形石組池

■石神・水落遺跡復元模型

■石神遺跡出土木簡

　飛
あ す

鳥
か

水
み ず

落
お ち

遺
い

跡
せ き

明日香
村

■現在の飛鳥水落遺跡

■発掘遺構の模型 (飛鳥資料館）

■水時計の復元模型（飛鳥資料館）■飛鳥水落遺跡全景

　奈
な

良
ら

文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

研
け ん

究
きゅう

所
し ょ

　飛
あ す

鳥
か

資
し

料
りょう

館
か ん

明日香
村
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人 250円（200円）、学生（高校・大学） 130円（100円）、小人

（小・中学） 70円（50円） （　　）は30名以上の団体料金  12月

28日～翌年1月3日

　奈良県立万葉文化館は万葉のふるさと・飛鳥に平成13年9月に開

館した『万葉集』をテーマにした新しいタイプのミュージアムです。

日本画の代表作家が描いた、万葉集にちなむ創作日本画154点が万

葉の息吹を伝えます。また、万葉の時代が人形やジオラマなどで体感

できる空間や、万葉歌人の個性や心情を映像で紹介する万葉劇場を備

え、館内に入った瞬間から、万葉の世界に触れることができます。

 奈良県高市郡明日香村飛鳥10　  0744-54-1850　  午前

10時～午後5時30分（入館は、午後5時まで）  一般600円　

 奈良県高市郡明日香村奥山601　  0744-54-3561　  午前

9時～午後4時30分（入館は午後4時まで）　  一般：260（170）

円、大学生：130（60）円、高校生及び18歳未満　小・中学生は

無料　※ (　）は20名以上の団体料金　  毎週月曜日（祝日と重な

れば火曜日）12月26日～1月3日

　旧飛鳥小学校の建物を利用し

て、明日香村出土の遺物やキト

ラ古墳石室の模型などを展示し

ています。土・日・祝日につい

ては、解説員を配置しています。

 奈良県高市郡明日香村大字飛

鳥112  0744-54-5600（明日香村教育委員会　文化財課）  

午前9時～午後5時　  無料　  年末年始

　高松塚壁画館は解体修復中の高松塚古墳に隣接し、壁画発見当

初の極彩色「飛鳥美人」をはじめ、貴重な国宝壁画全体を再現、

1300年の時空を超えたその素晴らしさを紹介しています。館内に

は実際の古墳断面の標本（一部）展示や解説モニター・情報検索シ

ステムも整え、高松塚古墳の全貌を知ることができます。

 奈良県高市郡明日香村平田439番地（国営飛鳥歴史公園高松塚

周辺地区内）　  0744-54-3340　  午前9時～午後5時　  大

■復元した山田寺東回廊

■石神遺跡出土の石人像

■高松塚古墳出土品

　明
あ す

日
か

香
む ら

村
ま い

埋
ぞ う

蔵
ぶ ん

文
か

化
ざ い

財
て ん

展
じ

示
し つ

室 明日香
村

■キトラ古墳模型

■展示風景

　高
た か

松
ま つ

塚
づ か

壁
へ き

画
が

館
か ん

明日香
村

■模写壁画

■副葬品

　奈
な

良
ら

県
け ん

立
り つ

万
ま ん

葉
よ う

文
ぶ ん

化
か

館
か ん

明日香
村

■一般展示室

■日本画展示室

26



回廊がそのままの形で出土するという大きな発見もありました。経典

の貸し借りの記録など、7世紀から9世紀にかけての木簡も見つかっ

ていて、他の考古遺物とともに重要文化財に指定されています。

 奈良県桜井市山田

　桜井市立埋蔵文化財センター

では、市内で発掘された出土品

を中心に、旧石器時代から、奈

良時代までの各時代ごとに常設

展示を行っています。市内の主

要な遺跡の出土品を通して、桜

井の歴史を学ぶことができます。

　また、「纒
まき

向
むく

遺
い

跡
せき

コーナー」では、3・4世紀の日本の中心であっ

た纒向遺跡から出土された数多くの日常土器や木器、祭
さい

祀
し

用遺物を展

示しています。

 奈良県桜井市芝58番地の2　  0744-42-6005　  午前9時

～午後4時　  一般200円　小・中学生100円、団体（20人以上）

の場合、一般150円　小・中学生50円  ※特別展開催中は料金がか

わります。  毎週月・火曜日、祝日の翌日、年末年始12月28日～

1月4日

  わが国でも珍しい氷の神を祀った神社です。社伝によると允
いん

恭
ぎょう

天
てん

皇
のう

の時代（推定444年）に創建されました。付近の小高い丘には氷
ひ

室
むろ

（天然の冷蔵庫）跡といわれる大きな凹地が何ヶ所か残っており、

往時は「闘
つ

鶏
げ

」または「都
つ

祁
げ

国」と呼ばれたところに冬季の氷を氷室

にかこい、夏季にその氷を朝廷に献上したと云われています。古く

は福
ふく

住
すみ

氷
こおり

池
いけ

の
の

宮
みや

あるいは、都
つ

祁
げ

氷
ひ

室
むろ

、福
ふく

住
すみ

氷
ひ

室
むろ

と称して、皇室の御

高校・大学生500円　小・中学生300円　※県内小・中・高校の

学校行事で利用の場合は、観覧料が無料になります。  毎週水曜日

（祝日の場合は翌日） 年末年始　展示替日

　桜井市上之宮にある6世紀から7世

紀にかけての居館の遺跡です。四面に

庇
ひさし

をもつ大型の掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建物を中心と

する建物群、池とみられる長方形の石

積みの遺構、それらを取り囲む柵や門

のような遺構など、規模や構造からみ

てかなりの地位の人物の屋敷と考えら

れています。地名から聖徳太子の 上
かみつの

宮
みや

とする説や、阿倍氏の邸宅と見る説があります。

　石積みの遺構からは、現在日本最古（7世紀の前半）の木簡の一つ

である、金銀で装飾した刀を意味する文章が書かれた削
けずり

屑
くず

が見つかっ

ています。

 奈良県桜井市上之宮15－6

 

　桜井市山田

にある寺跡で

す。特別史跡

に指定されて

います。大化

の改新で活躍

した蘇
そ

我
がの

倉
くら

山
やま

田
だの

石
いし

川
かわの

麻
ま

呂
ろ

が邸宅を寺に

改めたもので

すが、648年

（大化4）に彼が自害

した後造営は中断し、

天武朝に完成をみま

す。石川麻呂の孫に

あたる皇后（後の持

統天皇）のバックア

ップが大きかったと

考えられます。

奈良文化財研究所の

発掘調査によって、

南北に並ぶ塔と金堂

を回廊で取り囲み、

その北に講堂を配置

する伽藍の様子が明

らかになりました。

中でも11世紀前半

の山崩れで倒壊した

　山
や ま

田
だ

寺
で ら

跡
あ と

桜井市

■山田寺跡全景

■山田寺回廊出土状況 ■復元された山田寺東
　面回廊 (飛鳥資料館 )

■山田寺金堂跡

　上
う え

之
の

宮
み や

遺
い

跡
せ き

桜井市

■上之宮遺跡園池遺構

　桜
さくら

井
い

市
し

立
り つ

埋
ま い

蔵
ぞ う

文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

センター 桜井市

■横穴式石室展示コーナー

■形象埴輪

■纒向遺跡展示コーナー

　氷
ひ

室
む ろ

神
じ ん

社
じ ゃ

（都
つ

祁
げ

氷
ひ

室
む ろ

） 天理市
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展示する博物館です。各地の資

料を通して、その地域に住む人々

の生活や歴史を知り、お互いの

こころを理解することを目的と

して昭和5年 (1930年 )に設立

されました。現在の収蔵資料数

は30万点にも及びますが、そのうち約3000点を1～ 3階の常設

展示室で広く一般に公開しています。今では現地でも見ることができ

なくなった北京の商店看板コレクションや、台湾先住民資料、日本の

古代史を伝えてくれる埴輪や鏡類のほか、彩
さい

陶
とう

から唐
とう

三
さん

彩
さい

まで中国の

陶磁史を実物でたどることができる展示は必見です。

 奈良県天理市守目堂町250　  0743-63-8414　  午前9時

30分～午後4時30分 ( 入館は午後4時まで）　  大人400円　団

体 (20名以上 )300円　小・中学生200円　※小・中学校の学校教

育での団体見学は無料です。  ・毎週火曜日 ( 休日の場合は休日後

の最も近い平日）毎月25日～27日、4月17日～19日、7月26

日～8月4日は開館致します。・創立記念日 (4月28日 )・夏期 (8月

13日～17日 ) ・年末年始 (12月27日～1月4日 )        

　奈良時代、生駒山地の山すそを

利用して窯
かま

が大量に作られまし

た。俵口町から北新町にかけての

一帯は、特に須
す

恵
え

器
き

を焼いた窯
かま

跡
あと

が多数発見されています。生
い

駒
こま

山
やま

北
きた

方
ほう

窯
よう

跡
せき

は、「生
い

駒
こま

古
こ

窯
よう

跡
せき

群
ぐん

生駒

地区」と呼ばれているこの地域の

中にあって、生駒山の中腹に位置

しています。焼かれた須恵器は平

城京へ運ばれたと見られていま

す。

 生駒市俵口

　大
たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

によって全国が五
ご

畿
き

七
しち

道
どう

に区分され、主要道には駅
うまや

を設置

し、駅
えき

馬
ば

を置くことが定められました。山
やまもとのうまや

本駅は、元
げん

明
めい

天
てん

皇
のう

が都を平

領となりました。1988年、平城

宮跡に近接した長屋王邸跡と思わ

れる遺構から出土した35,000点

に及ぶ木簡群の中に、「都祁氷室」

に関するものがあり、皇室だけで

なく長屋王家にも、夏にはこの氷

室から氷が運ばれていたことが判

明しました。

 奈良県天理市福住町浄土184

　国史跡黒塚古墳のガイダンスを目的として平成14（2002）年に

開館した展示施設です。館内では黒塚古墳の竪
たて

穴
あな

式
しき

石
せき

室
しつ

を実物大で

復元し、銅鏡（三
さんかくぶちしんじゅうきょう

角縁神獣鏡33面、画
がぶんたいしんじゅうきょう

文帯神獣鏡1面）や鉄製刀

剣類など副葬品のレプリカを展示しています。黒塚古墳を含む大
やまと

和・

柳
やなぎ

本
もと

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

についての解説もあり、当地域の大型古墳について学ぶ

ことのできる施設となっています。

 天理市柳本町1118番地2　  0743-67-3210　  午前9時

～午後5時　  無料　  毎週月曜日（祝・休日の場合は翌日も休館）、

祝日、年末年始（12月28日～翌年1月4日）　　

　天理参考館は世界各地の生活文化・考古美術資料を収集・研究・

■「都祁氷室」と書かれた長屋王
　 家木簡（部分）

　天
て ん

理
り

市
し

立
り つ

黒
く ろ

塚
づ か

古
こ

墳
ふ ん

展
て ん

示
じ

館
か ん

天理市

■実物大に復元された竪穴式石室■三角縁神獣鏡

　天
て ん

理
り

大
だ い

学
が く

附
ふ

属
ぞ く

天
て ん

理
り

参
さ ん

考
こ う

館
か ん

天理市

■ 1階展示室 ( 朝鮮半島コーナー )

■ 3階展示室 ( 日本考古コーナー )

■ 3階展示室 ( 中国考古コーナー )

　生
い

駒
こ ま

山
や ま

北
き た

方
ほ う

窯
よ う

跡
せ き

生駒市

■生駒山北方窯跡

　山
や ま

本
もとの

駅
うまや

跡
あ と

京田辺
市
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周辺から等身大の四天王像片などが出土し、ここが奈良時代の儀礼を

中心とした寺院跡であると考えられています。

 木津川市木津糠
ぬか

田
た

　

　上
こう

津
づ

遺
い

跡
せき

は、木津川（当時は泉川）が形成した自然堤防上に位置し、

発掘調査の結果、奈良時代中頃から平安時代にかけての遺構・遺物が

発見されています。出土した遺物などから、平城京に供給する木材な

どを陸送に積み替える河川港「泉
いづみのつ

津」がおかれた国の施設ではないか

と考えられています。

 木津川市木津宮ノ裏

【万葉歌が書かれた木簡】木簡は縦23.4センチ、幅

2.4センチ、厚さ1.2センチ。漢字１字に１音節をあ

てる万葉仮名で、「阿
あ

支
き

波
は

支
ぎ

乃
の

之
し

多
た

波
ば

毛
も

美
み

智
ち

」と11文

字が墨書してありました。万葉集巻十、2205番、詠

み人知らずの「秋萩の下葉もみちぬあらたまの月の経

ぬれば風をいたみかも」の冒頭部に合致するといわれ

ています。木簡は下部が欠けており、歌がすべて書か

れていると、縦の長さは約60センチで、歌会で詠み

上げる際に使った「歌木簡」とみられています。また、

この木簡の裏面には、「越
えっ

中
ちゅうの

守
かみ

」と読める墨書があり、

万葉集の編
へん

纂
さん

者で越中守（越中国守）を務めた歌人、

大伴家
やか

持
もち

の可能性が指摘されています。

城京に遷
うつ

した翌年の和銅4年（711年）

に設置された、この「駅
うまや

」の一つです。

　平城京と大宰府を結ぶ山陽道の第一

番目の駅として、また淀
よど

を経て丹
たん

波
ば

路
じ

へとつづく山陰道の要所として、緊急

を要する使者に馬と食料を提供してい

たことが『続
しょく

日
に

本
ほん

紀
ぎ

』の記述から分か

ります。現在は、重要文化財の十一面

千手観音立像を安置する寿
じゅ

宝
ほう

寺
じ

の傍ら

に石碑が建てられています。

 京田辺市三山木塔ノ島（寿宝寺横）

　天平12（740）年、聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

は奈良の平城京から都を京都

府最南端に位置する木津川市

「恭
く

仁
に

京
きょう

」に遷都し、都の中心部

「恭
く

仁
に

宮
きゅう

」を加茂町 瓶
みかの

原
はら

の地に

造営を開始しました。1973年

から開始している恭仁宮跡の発

掘調査により、恭仁宮の規模は、東西約560m、南北約750mが確

定し、平城宮の約1/3の大きさであることや即位式や元日朝賀など

国家的儀式をおこなう建物「大
だい

極
ごく

殿
でん

」が平城宮大極殿を移築したもの

であったことがわかりました。また、現在の皇居（天皇の住まい）で

ある内裏が2つの区画に分かれて存在する特異な性格を有している

こともわかりました。

　恭仁京はわずか5年の短命な都でしたが、都の一部は山
やま

城
しろ

国
こく

分
ぶん

寺
じ

と

して活用され、大極殿跡の土
ど

壇
だん

上
じょう

には、現在も礎
そ

石
せき

の一部が創建当時

のまま残っています。

 木津川市加茂町例幣・河原他

　学研都市木津中央地区の開発にともない、多くの遺跡が発掘調査さ

れましたが、その中でも未知の遺跡が幻の古代寺院「神雄寺（カムノ

ヲ寺？）」の跡であることがわかりました。発掘調査では、曲
きょくすいじょう

水状池

（曲がりくねった形状の池）跡から万葉の歌木簡や一万点におよぶ燈
とう

明
みょう

皿
ざら

などが出土し、本堂跡では須
しゅ

弥
み

壇
だん

（仏像を安置するための台座）

■山本駅跡石碑

　恭
く

仁
に

宮
きゅう

跡
あ と

・大
だ い

極
ご く

殿
で ん

跡
あ と

木津川
市

■大極殿基壇

■大極殿の春

　馬
ば

場
ば

南
みなみ

遺
い

跡
せ き

木津川
市

■神雄寺本堂跡

■「神雄寺」と書かれた墨書土器

■神雄寺イメージ図 (早川和子）

　上
こ う

津
づ

遺
い

跡
せ き

（泉
いづみの

津
つ

） 木津川
市

■木津川と上津遺跡（中央下に発掘場所が見える）
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　ふるさとミュージアム山城

（京都府立山城郷土資料館）で

は、南山城地方の特色ある歴

史と文化を、考古・歴史・民

俗の各分野で調査研究し、そ

の成果を体系的に展示・公開

しています。春・夏・冬に企

画展、秋には特別展を開催し、

それぞれの展示に関連する講

演会・見学会なども企画して

います。また、文化財セミナ

ーとして歴史を歩く・糸紡ぎ絣織り教室・古文書教室、ふるさと文化

体験事業として土器 ･埴輪づくりや発掘体験を実施し、小中学校等へ

の出前講座も行っています。

 木津川市山城町上狛千両岩　  0774-86-5199　  午前9時

～午後4時30分　  一般：200（150）円、小・中学生50（40）

円　＊（　）内は団体料金（特別展は別途料金。65歳以上の方、障

害者手帳をお持ちの方とその介護者、小中学校等の学校教育活動の場

合は無料。  毎週月曜日 ( 祝日の場合は開館、翌日休館 ) 、年末年

始 (12/28～ 1/4) 

　弥生時代中期の集

落跡、古墳時代後期

の古墳群（群
ぐん

集
しゅう

墳
ふん

）、

奈良時代の豪族の居
きょ

館
かん

跡
あと

が発見された複

合遺跡です。中でも、

奈良時代の居館跡

は、当時の豪族の居

住地がほぼ完全な形

で発見された例として貴重で、特に、屋敷の

南東隅に設けられた井戸に埋設されていた井
い

筒
づつ

は、高さ3.5ｍ、直径1.1ｍの檜
ひのき

の一木を

刳
く

り抜いて作った巨大なものでした。この地

を本拠地とし、女帝孝
こう

謙
けん

天
てん

皇
のう

の寵
ちょう

愛
あい

をうけて

地位を高めた稲
いなはちますくねなかむらめ

蜂間宿禰仲村女の一族の居
きょ

館
かん

と考えられています。

 精華町精華台一丁目26番地

　平城京の北方、京都府

と奈良県の境に広がる丘

陵上に点在する瓦を焼い

た窯跡（それらを総称し

て「奈
な

良
ら

山
やま

瓦
かわら

窯
かま

跡
あと

」と

呼んでいます）が発掘調

査されました。調査の結

果、奈良時代に平城宮・

京や南都仏教寺院に供

給する瓦を製作するため当時の瓦工人が生活をする場所も併設した

「市
いち

坂
さか

瓦窯跡」や完成した瓦を運送するための通路も残っていた「鹿
か

背
せ

山
やま

瓦窯跡」などが確認されるなど、この地域が奈良時代に古代国

家を支えた官営瓦工業地帯であったことがわかりました。

 音
おん

如
じょ

ケ
が

谷
だに

瓦窯跡、鹿背山瓦窯跡、市坂瓦窯跡、梅谷瓦窯跡（木津

川市）、歌姫瓦窯跡（奈良市歌姫町）

　樋
ひ

ノ
の

口
くち

遺
い

跡
せき

は木津川市と精華

町にまたがって分布する遺跡で

す。発掘調査により、奈良時代

の掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

や築
つい

地
じ

がみつか

りました。出土遺物には、土
は

師
じ

器
き

・須
す

恵
え

器
き

などの日常に使う土

器以外に、二
に

彩
さい

・三
さん

彩
さい

陶
とう

器
き

（緑・

黄・白色の釉
うわ

薬
ぐすり

をつけたもの）

といった高貴な焼き物や平城宮

内で使われたのと同じ型式の瓦
かわら

が出土しました。二彩・三彩陶

器や平城宮と同じ瓦は、一般の

人では持てないものでした。こ

ういった遺物の出土や、多くの

建物が築
つい

地
じ

塀
べい

（泥土をつき固めて作った塀）で囲まれた様子から、

天皇の別荘である離
り

宮
きゅう

もしくは寺院ではないかと考えられています。

　奈
な

良
ら

山
や ま

瓦
かわら

窯
か ま

跡
あ と 木津川

市

■鹿背山瓦窯通路跡 (西から）

　樋
ひ

ノ
の

口
く ち

遺
い

跡
せ き

木津川
市

■樋ノ口遺跡全景

■平城宮式軒丸瓦

■彩釉陶器類

　ふるさとミュージアム山
やま

城
しろ

（京
きょう

都
と

府
ふ

立
りつ

山
やま

城
しろ

郷
きょう

土
ど

資
し

料
りょう

館
かん

）木津川市

■恭仁宮跡出土軒瓦

■相楽山銅鐸

　畑
は た

ノ
の

前
ま え

遺
い

跡
せ き

精華町

■畑ノ前遺跡全景

■巨大な井筒
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成されていた可能性が

あります。

　また、井戸から「大
だい

領
りょう

」（郡司の長官。市

長など現在の首長にあ

たる役職名）、「米一

石」などと記された木

簡12点や大量の削
けずり

屑
くず

、

「少家」・「小家」などと記された墨
ぼく

書
しょ

土
ど

器
き

が出土し、郡
ぐん

衙
が

（当時の役所）

があった可能性も指摘されています。

 枚方市禁野本町・中宮北町・上野3丁目ほか

　天
あま

野
の

川
がわ

右

岸の台地上

に位置する

古代寺院跡

です。660

年、朝鮮半

島 の 百
く だ ら

済

が、唐
とう

・新
しら

羅
ぎ

の連合軍

によって滅

ぼされたと

きに、王族

が日本に渡来しましたが、その

子孫で、奈良～平安時代の天皇

家に重用された百
くだ

済
ら

王
おう

氏
し

によっ

て、一族の氏寺として建立され

たと考えられています。創建は、

百済王 敬
きょう

福
ふく

が宮
く

内
ない

卿
きょう

に任ぜら

れ、河
かわちのかみ

内守を加えられた750年

前後か、国家から財政援助を与えられた783年ごろと考えられてい

ます。発掘調査によって南門・中門・東西塔・金
こん

堂
どう

・講堂・食
じき

堂
どう

・回
かい

廊
ろう

・東院跡などの伽
が

藍
らん

建物の基
き

壇
だん

（建物の土台部分の高まり )が発見

されました。昭和27年 (1952) に国の特別史跡に指定されました。

 枚方市中宮西之町1番

　禁
きん

野
や

本
ほん

町
まち

遺
い

跡
せき

は、朝鮮半島から渡来した百
くだ

済
ら

王
おう

氏
し

の氏寺として有名

な「百
くだ

済
ら

寺
じ

跡
あと

」（特別史跡）の北に位置する遺跡です。これまでの調査で、

弥生時代末～中世にかけての遺構があることが判明。平成13～ 17

年度の調査では、奈良～平安時代前期の大型掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

を含む建物

群、井戸、道路跡などを広範囲で検出。百済寺を中心にしたまちが形

　百
く だ

済
ら

寺
じ

跡
あ と

枚方市

■空から見た百済寺跡

■百済寺跡石碑

　禁
き ん

野
や

本
ほ ん

町
ま ち

遺
い

跡
せ き

枚方市

■出土した木簡の赤外線写真

■見学会の様子

■発掘された柱と井戸

【写真提供機関一覧】

平城宮跡　（奈良文化財研究所）

第一次大極殿　（奈良文化財研究所）

朱雀門　（奈良文化財研究所）

平城京朱雀大路　（奈良市教育委員会）

東院庭園　（奈良文化財研究所）

平城京左京三条二坊宮跡庭園　（奈良市教育委員会）

奈良文化財研究所　平城宮跡資料館　（奈良文化財研究所）

平城宮跡遺構展示館　（奈良文化財研究所）

奈良市埋蔵文化財調査センター展示室　（奈良市教育委員会）

奈良国立博物館　（奈良国立博物館、宮内庁正倉院事務所）

平城京羅城門跡　（大和郡山市教育委員会）

平城京十条　（大和郡山市教育委員会）

平城京西市跡　（大和郡山市教育委員会）

藤原宮跡　（奈良文化財研究所）

奈良文化財研究所　藤原宮跡資料室　（奈良文化財研究所）

橿原市藤原京資料室　（橿原市役所　世界遺産推進課）

奈良県立橿原考古学研究所　（奈良県立橿原考古学研究所）　

奈良県立橿原考古学研究所 附属博物館（奈良県立橿原考古学研究所）

飛鳥京跡　（奈良県立橿原考古学研究所）

飛鳥池遺跡　（奈良文化財研究所）

石神遺跡　（奈良文化財研究所）

飛鳥水落遺跡　（明日香村教育委員会、奈良文化財研究所）

奈良文化財研究所　飛鳥資料館　（奈良文化財研究所）

明日香村埋蔵文化財展示室　（明日香村教育委員会）

高松塚壁画館　（（財）飛鳥保存財団）

奈良県立万葉文化館　（（財） 奈良県万葉文化振興財団）

上之宮遺跡　（桜井市教育委員会）

山田寺跡　（桜井市教育委員会、奈良文化財研究所）

桜井市立埋蔵文化財センター展示室（桜井市教育委員会）

氷室神社（都祁氷室）（天理市教育委員会、奈良文化財研究所）

天理市立黒塚古墳展示館　（天理市教育委員会）

天理大学附属天理参考館　（天理大学附属天理参考館）

生駒山北方窯跡　（生駒市教育委員会 (生駒市デジタルミュージアム））

山本駅跡　（京田辺市教育委員会）

恭仁宮跡・大極殿跡　（京都府教育庁指導部、木津川市教育委員会）

馬場南遺跡 （木津川市教育委員会、（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）

上津遺跡（泉津）　（木津川市教育委員会）

奈良山瓦窯跡　（木津川市教育委員会）

樋ノ口遺跡　（（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）　

ふるさとミュージアム山城　（京都府立山城郷土資料館）

畑ノ前遺跡　（精華町教育委員会）

百済寺跡　（枚方市教育委員会）

禁野本町遺跡　（枚方市教育委員会）

「大大論」戯画（宮内庁正倉院事務所）

空から見た平城宮跡（奈良文化財研究所）
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  　奈良女子大学　社会連携センター内
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本冊子は、（独）科学技術推進機構（JST）｢地域の科学舎推進事業地域ネットワーク支援」の助成により制作しました。

●まほろば・けいはんな科学ネットワーク●

　奈良女子大学が中心となって推進している地域貢献活

動と (財）関西文化学術研究都市推進機構がけいはんな

地域で推進している「科学のまちの子どもたち」プロジェ

クトの活動を融合し相乗効果を発揮するために構築され

た科学普及活動推進のためのネットワークです。

　現在、次のような目標をかかげて様々な機関や人との

ネットワークの構築を進めています。

①子どもたちに科学・技術の持つ本来の楽しさを理解さ

せ、物事の本質を追究する姿勢を身につけさせる。　　

　

②科学・技術を日常の話題として家族や友人と語り合え

る地域文化を普及させる 。

■空から見た平城宮跡

■「大大論」戯画（正倉院宝物）


